
広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

富
士
五
湖
聖
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
校
生
短
歌
作
品

＝
在
職
者
訓
練
＝

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

全
国
一
斉
無
料
成
年
後
見
相
談
会
　
ｉ
ｎ
山
梨

第
10
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
…
主
役
は
君
だ

　
第
16
回
富
士
五
湖
広
域
住
民
交
流

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
富
士
五
湖
聖
苑
は
火
葬
炉
及
び
各
種
保
守
点
検
の
た

め
、
左
記
の
日
程
で
休
苑
さ
せ
て
た
だ
き
ま
す
。

　
火
葬
業
務
・
斎
場
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

休
苑
日
程
　

　
火
葬
棟
　
８
月
22
日
（
月
）
１
日
間

　
葬
祭
棟
　
８
月
22
日
（
月
）
午
後
３
時
か
ら

　
　
　
　
　
８
月
23
日
（
火
）
午
後
２
時
ま
で

　
土
地
の
現
況
を
正
確
に
把
握
し
、
固
定
資
産
税
の
公

平
・
適
正
化
の
た
め
昨
年
７
月
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
、

勝
山
・
足
和
田
地
区
の
「
一
筆
調
査
」
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
調
査
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
課
税
地
目
及

び
現
況
地
目
に
相
違
の
あ
る
該
当
者
へ
周
知
書
を
送
付

し
ま
す
。
９
月
ま
で
に
現
在
の
課
税
地
目
へ
服
し
た
場

合
に
は
、
賦
課
修
正
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合
速

や
か
に
税
務
課
・
資
産
税
第
１
係
ま
で
申
し
出
て
い
た

だ
き
、
現
場
立
会
い
の
下
、
修
復
地
目
の
確
認
を
執
り

行
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　
町
役
場
税
務
課
　
℡
72
‐
１
１
１
３

■
対
　
象
　
北
麓
在
住
高
校
生

■
内
　
容
　
自
由

■
作
品
数
　
一
人
三
首
以
内

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
み
　
９
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
は
が
き
又
は
原

　
稿
用
紙
に
記
入
の
上
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
　
〒
4
0
1
‐
0
0
0
5
　

　
　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
3
‐
9
‐
20

　
　
　
　
　
　
　
　
岳
麓
短
歌
協
会
事
務
局
　
甘
利

●
問
合
先
　
℡
23
‐
3
8
2
0

　
職
場
の
仲
間
、
友
達
、
家
族
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
そ
う
！

■
日
　
時
　
11
月
13
日
（
日
）

■
参
加
対
象
　
富
士
五
湖
地
域
に
在
住
も
し
く
は
勤
務

　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
方

■
申
込
み
　
所
定
の
申
込
み
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
町

　
役
場
企
画
課
、
教
育
委
員
会
又
は
、
富
士
五
湖
広
域

　
行
政
事
務
組
合
振
興
課
へ

■
申
込
期
間
　
９
月
１
日
～
９
月
22
日

　
※
た
だ
し
、
1
4
4
チ
ー
ム
に
達
し
た
時
点
で
締
切

　
　
り
ま
す

●
問
合
先
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
（
℡
23-

5
2
7
0
）

エ
ク
セ
ル
応
用
（
２
回
目
）

■
日
　
時
　
10
月
３
・
４
・
６
・
７
・
11
・
13
日
の
６
日
間

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
８
時
50
分

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
て
い
る
方

接
遇
・
応
対
の
た
め
の
英
会
話

■
日
　
時
　
10
月
４
・
６
・
７
・
11
・
13
・
14
日
の
６
日
間

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
８
時
50
分

■
定
　
員
　
15
名
　

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
英
会
話
を
必
要
と
さ
れ
る
方

●
受
付
・
問
合
せ
　
各
講
座
と
も
開
校
日
の
２
ヶ
月
前

　
か
ら
先
着
順
で
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1

　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
0
5
5
4-

43-

8
9
1
2

　
障
害
の
あ
る
方
々
と
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
が
交

流
し
、
１
日
楽
し
く
集
い
、
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
相
互

理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運
動
場 (

船
津
６
６
６
３
‐
１)

■
内
　
容
　
養
護
学
校
、
福
祉
施
設
等
に
よ
る
演
技
・

　
演
奏
等
の
発
表
、
作
品
の
展
示
・
即
売
、
ア
ト
ラ
ク

　
シ
ョ
ン
（
ゲ
ス
ト
に
よ
る
演
技
・
演
奏
）
模
擬
店
、

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会

■
日
　
時
　
８
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半

■
場
　
所
　
大
月
支
部
事
務
局

　
　
　 

 
 

（
山
梨
中
央
銀
行
吉
田
支
店
前
芙
蓉
建
設
２
階
）

■
相
談
内
容
　
消
費
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
な
ど

●
問
合
先
　
税
理
士
会
大
月
支
部
（
22-

８
４
８
１
）

■
日
　
時
　
９
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
山
梨
県
司
法
書
士
会
会
館

■
相
談
方
法
　
面
談
及
び
電
話

■
相
談
内
容
　
�
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
を
目
的
と
し

　
た
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
　
�
相
続
・
遺

　
言
　
�
そ
の
他
の
法
律
相
談

■
相
談
担
当
者
　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
司
法
書

　
士
、
社
会
福
祉
士
　
＊
秘
密
厳
守
で
す
。

●
問
合
先
　
（
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

　
サ
ポ
ー
ト
山
梨
　
℡
0
5
5
‐
2
5
3
‐
6
9
0
0

募
　 

 

集

お
知
ら
せ

参
加
者
募
集

そ

の

他

各
種
講
座
・
教
室



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

【
リ
ュ
ー
ス
・
ポ
ス
ト
】

第
１
回
柳
田
ふ
み
代
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

◆
ド
ギ
ー
パ
ー
ク
か
ら
富
士
河
口
湖
町
の

　
み
な
さ
ま
へ
、
特
別
割
引
の
ご
案
内
◆

あ
な
た
の
周
辺
に
特
殊
地
下
壕
な
ど
の

危
険
な
洞
窟
等
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

第
20
回
下
水
道
ま
つ
り

文

芸

講

演

会

　
昨
年
４
月
、
庁
舎
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
の
最
初

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
柳
田
ふ
み
代
さ
ん
は
、
音
楽
の

宅
急
便
と
し
て
、
全
国
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
８
月
18
日
（
木
）
開
場
　
午
後
２
時
30
分

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

■
場
　
所
　
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
曲
　
目
　
百
万
本
の
バ
ラ
、
サ
ン
ト
ワ
マ
ミ
ー
、

　
　
　
　
　
今
日
は
帰
れ
な
い
　
他

■
料
　
金
　
５
０
０
円

●
問
合
先
　
柳
田
ふ
み
代
（
℡
72
‐
０
３
７
２
）

　
み
な
さ
ま
の
下
水
道
事
業
に
対
す
る
ご
協
力
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
一
層
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
　(

雨
天
決
行)

■
催
し
物
　
下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道
相
談
コ
ー

　
　
　
　
　
ナ
ー
・
ミ
ニ
下
水
道
展
・
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン

　
　
　
　
　
等
イ
ベ
ン
ト
・
農
産
物
等
の
直
売
・
お
た
の

　
　
　
　
　
し
み
抽
選
会
・
来
場
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
（
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
）

■
場
　
所
　
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
駐
車
場
あ
り
）

　
　
　
　
　
増
穂
町
長
沢
１
７
９
０
番
地

●
問
合
せ
先
　
℡
0
5
5
6
‐
22
‐
8
5
1
1

■
日
　
時
　
９
月
10
日
（
土
）
午
後
２
時

■
場
　
所
　
歴
史
民
族
博
物
館
　
御
師
の
家

■
講
　
師
　
今
野
寿
美
先
生
（
歌
人
「
り
と
む
」
選
者
）

■
参
加
料
　
無
料

●
問
合
せ
　
岳
麓
短
歌
協
会
事
務
局
　
甘
利

　
　
　
　
　
℡
23
‐
3
8
2
0

　
富
士
の
裾
野
に
広
が
る
10
万
㎡
の
パ
ー
ク
内
に
は
犬

た
ち
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
。
犬
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
割
引
内
容

　
入
園
料
　
大
人
1
8
0
0
円
の
と
こ
ろ
5
0
0
円

　
　
　
　
　
４
歳
～
中
学
生
1
0
0
0
円
の
と
こ
ろ
無
料

　
　
　
　
　
同
伴
犬
5
0
0
円
の
と
こ
ろ
無
料

■
割
引
期
間
　
9
月
１
日
～
9
月
30
日
ま
で

●
問
合
せ
先
　
℡
72-

２
２
３
９

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
o
g
g
y
p
a
r
k
.
j
p

◎
畑
や
田
ん
ぼ
で
使
用
し
て
い
た
昔
の
農
機
具
を
求

　
め
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が

　
お
り
ま
し
た
ら
連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
連
絡
先
　
町
役
場
企
画
課
（
℡
72
‐
６
０
２
３
）

　
ご
存
知
の
と
お
り
今
年
４
月
、
鹿
児
島
市
内
の
洞

窟
で
中
学
生
４
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
対
応
し
て
町
で

も
、
特
殊
地
下
壕
だ
け
で
な
く
人
が
入
れ
る
よ
う
な

洞
窟
や
穴
等
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
そ
の
よ
う
な
洞
窟
等
を
ご
存
知
の
方
は
町

役
場
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
連
絡
先
　
町
役
場
企
画
課
（
℡
72
‐
６
０
２
３
）

シートベルト着用 実施中シートベルト着用 実施中ステ
ップ

アッ
プ運
動平成１７年６月２５日(土)～８月３１日(水)

　６月末に町内におけるシートベルトの着用調査

を実施した結果、運転席６９．３％(昨年の県内着

用率９０．７％)、助手席においては６６．７％とな

り、県内において富士河口湖町は大変低い着用率

です。

　この運動を通じてシートベルト着用の徹底を図るため、県・警察・町・交通

安全団体が一体となり、広報・啓発活動、指導取締り、着用率

調査を組み合わせ、シートベルト・チャイルドシートの着用

徹底を呼びかけていきます。

　自分が気をつけていても、交通事故はいつ起こるかわか

りません。運転者だけでなく、同乗者もシートベルトを着用

しましょう。



広
報
富
士
河
口
湖

　
２２

【
6
月
22
日
か
ら
7
月
19
日
ま
で
】

お
め
で
た
（
出
生
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

お
子
さ
ん

父

母

小
川
　
愛
夏
　
　
武
　
士
　
真
　
弓
　
船
津

渡
邉
　
翔
太
　
　
　
晋
　
　
知
　
子
　
船
津

川
島
　
蒼
南
　
　
貴
　
光
　
亜
　
弓
　
船
津

　
橋
　
　
彩
　
　
栄
　
一
　
ひ
ろ
み
　
船
津

尾
曲
　
玲
南
　
　
和
　
美
　
由
　
香
　
船
津

渡
邉
　
瑞
己
　
　
　
猛
　
　
し
の
ぶ
　
小
立

福
田
　
　
蒼
　
　
　
亮
　
　
絢
　
子
　
小
立

松
浦
　
ま
や
　
　
博
　
之
　
綾
　
子
　
河
口

堀
内
　
　
優
　
　
良
　
一
　
律
　
子
　
大
石

小
林
　
安
志
　
56
歳
　
小
林
み
ち
子
　
船
津

渡
　
　
麻
耶
　
19
歳
　
渡 

　 

勇
二
　
船
津

後
藤
　
安
雄
　
73
歳
　
後
藤
　
　
京
　
船
津

中
村
　
千
作
　
85
歳
　
中
村
　
年
春
　
船
津

渡
　
　
直
登
　
59
歳
　
渡
　
み
さ
江
　
船
津

藤
山
　
菊
子
　
70
歳
　
藤
山
　
八
郎
　
船
津

鹿
子
畑
大
二
郎
　
92
歳
　
鹿
子
畑
一
郎
　
船
津

流
石
　
幸
一
　
89
歳
　
流
石
　
数
弘
　
小
立

古
屋
　
快
固
　
86
歳
　
古
屋
　
敏
彦
　
河
口

早
川
　
義
満
　
53
歳
　
早
川
　
光
子
　
河
口

堀
内
　
長
子
　
79
歳
　
堀
内
　
光
雄
　
大
石

あ
い
か

し
ょ
う
た

そ
う
なあ

や

れ
な

お
ま
が
り

み
ず
き

あ
お
い

ゆ
う

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
「
ご
来
光
」
は
文
化
財
で
す

　
今
回
、
私
が
勤
務
し
て
い
る
駅
前
の
観
光
案
内
所
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
、
表
記
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。
富
士

登
山
は
、
か
つ
て
、
登
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
を
経
て
、
信
仰

登
山
が
大
流
行
し
た
江
戸
時
代
、
そ
し
て
近
代
に
な
っ
て
は

観
光
登
山
と
変
遷
し
、
頂
上
を
目
指
す
外
人
を
含
め
た
多
く

の
方
々
か
ら
、
“
明
日
の
日
の
出
は
何
時
頃
で
す
か
”
と
の

質
問
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
日
の
出
」
を

「
ご
来
光
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。

　
地
球
上
の
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
太
陽
が
東
か
ら
昇
る
「
朝

日
」
、
西
に
沈
む
「
夕
日
」
と
い
う
毎
日
の
日
常
の
自
然
現
象

の
風
景
に
感
動
し
、
ま
た
、
ど
こ
の
国
に
も
、
そ
れ
を
迎
え
る

に
ふ
さ
わ
し
い
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
持
ち
、
遥
か
地
平
線
か

ら
あ
る
い
は
水
平
線
か
ら
昇
る
「
日
の
出
」
を
体
験
し
て
い

る
で
し
ょ
う
。

　
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
富
士
山
は
世
界
自
然
遺
産
に
洩
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
環
境
破
壊
が
進
み
、
山
岳
道
路
や
、
自
動
車

渋
滞
や
ゴ
ミ
投
棄
、

水
質
汚
染
な
ど
で
、

外
観
と
は
裏
腹
に

傷
だ
ら
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

今
度
は
世
界
文
化

遺
産
と
し
て
国
民

運
動
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、 

自
然
に

優
し
く 

と
か
、
親

し
み
を
強
調
さ
れ

る「
旅
の
ス
タ
イ
ル
」

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

英
語
で
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
表
現
さ

れ
、
世
界
的
な
風
潮

に
「
エ
コ
」
な
る
用
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
語
を

要
約
す
る
と
、
自
然
環
境
の
保
護
を
意
味
す
る
「
エ
コ
ロ
ジ

ー
」
と
、
旅
行
を
意
味
す
る
「
ツ
ア
ー
」
と
、
考
え
方
を
意
味
す

る
「
イ
ズ
ム
」
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
こ
の

ス
タ
イ
ル
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
る
企
画
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
が
あ
る
か
ら
可
能
な
こ
と

で
、
当
町
と
河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合
の
共
催
で
４
年
前
に
実

現
し
た
「
富
士
山
ご
来
光
号
」
と
い
う
エ
コ
企
画
で
、
組
合
の

施
設
に
宿
泊
し
、
翌
早
朝
に
バ
ス
で
海
抜
２
３
０
５
メ
ー
ト

ル
の
天
地
の
境
の
五
合
目
で
「
ご
来
光
」
を
遥
拝
し
、
朝
食
ま

で
に
帰
館
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
町
も
組
合
も

長
年
の
夢
を
実
現
し
て
以
来
、
約
２
０ 

０
０
０
人
以
上
の

体
験
者
が
あ
り
、
ま
さ
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
好
例
と
旅

行
業
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
古
来
、
山
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
ま
た
、

人
々
が
亡
く
な
る
と
そ
の
心
は
山
に
帰
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
山
々
に
自
然
発
生
的
に
信
仰
が
生
ま
れ
、
加
え
て
、

そ
れ
ら
の
山
々
で
修
練
す
る
修
験
道
と
い
う
宗
教
も
生
ま

れ
、
そ
の
上
、
新
し
い
仏
教
も
伝
来
し
、
習
合
し
、
神
道
も
仏

教
も
山
全
体
が
大
切
な
聖
地
と
し
て
、
大
切
に
し
て
き
た
伝

統
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
日
本
一
の
富
士
山
に
は
特
別
な
力

が
あ
り
、
こ
の
「
日
の
出
」
を
神
仏
に
合
掌
す
る
如
く
「
ご
来

光
」
と
呼
び
、
夜
半
に
山
頂
に
向
か
う
途
上
の
喜
び
や
感
動

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
度
、
環
境
省
も
、
こ
の
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
波
に
沿
っ
て
、
こ
の
地
、
富
士
と
北
麓
の
地
を

自
然
を
大
切
に
保
護
す
る
モ
デ
ル
地
区
に
選
び
、
そ
の
保
護

と
保
全
に
希
望
を
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
改
め
て
、
こ
の
「
ご
来
光
」
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
、
自
然
の
力
の
偉
大
さ
を
知
り
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い

る
町
も
含
め
て
、
周
辺
全
て
の
自
然
が
最
大
の
観
光
資
源
で

あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
、
こ
の
大
切
な
自
然
資
源
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。
富
士
山
の
「
ご
来
光
」
の
景
観
は
、
日

本
人
の
文
化
遺
産
な
の
で
す
。

　
　
　
富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
庄
司
守
男

，

“
”



広
報
富
士
河
口
湖
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7月1日現在
(　)内は前月比

人 口

　男

　女

世 帯

　　24,292

 11,920

 12,372

 8,106

人のうごき人のうごき人のうごき

人 (－2)

人 (－2)

人 (±0)

戸 (＋15)

日   

時
　
9
月
6
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

小
林
　
雅
俊
　
＝
　
外
川
　
真
由
　
船
津

長
谷
川
　
修
　
＝
　
鎌
倉
ち
づ
る
　
船
津

渡
邊
　
敬
太
　
＝
　
古
屋
亜
由
美
　
小
立

　
部
　
芳
幸
　
＝
　
小
林
由
香
里
　
小
立

正
脇
　
健
次
　
＝
　
藤
園
　
　
藍
　
小
立

渡
辺
　
　
勲
　
＝
　
渡
邊
佳
代
子
　
西
湖
西

渡
辺
　
浩
基
　
＝
　
渡
邊
　
隆
恵
　
大
嵐

堀
内
　
春
美
　
56
歳
　
堀
内
　
　
晃
　
大
石

堀
内
　
芙
光
　
77
歳
　
堀
内
　
　
寳
　
大
石

三
浦
　
吉
良
　
85
歳
　
三
浦
　
良
治
　
長
浜
　

三
浦
　
順
子
　
51
歳
　
三
浦
　
　
剛
　
西
湖

お
詫
び
と
訂
正
（
７
月
号
）

　
　
　
22
ペ
ー
ジ
「
お
め
で
た
」

　
　
　
誤
　
根
元
　
唯
凪

　
　
　
正
　
根
本
　
唯
凪

　
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

金
婚
式
の
ご
夫
婦
に
記
念
写
真
を
贈
呈
し
ま
す
！

連
合
副
会
長

理
　
　
事

監

査

委

員

連

合

会

長

平
成
17
年
度
　
役
員
総
会

　 

　
　
富
士
河
口
湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
富
士
河
口
湖
町
老
人
大
学
」
開
講

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
老
人
福
祉
週
間
事
業
の
一
環

と
し
て
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
に
記
念
写
真
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昭
和
30
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
該
当
に

な
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　
（
電
話
72-

１
４
３
０
）

　
５
月
13
日
に
、
船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
各
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
が
会
し
、『
平
成
17
年
度
　
富
士
河
口
湖

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
16
年
度
事
業
並
び
に
会
計
報
告
、
17
年
度
の

役
員
選
出
、
事
業
計
画
並
び
に
予
算
を
議
定
し
ま
し
た
。
新

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
宮
下 

昭
夫
（
足
和
田
）

　
　
堀
内
　 

茂
（
勝
山
）
　
流
石 

誠
一
（
小
立
）

　
　
梶
原 

恒
夫
（
船
津
）
　
山
崎 

進
一
（
河
口
）

　
　
堀
内 

孝
治
（
大
石
）
　

　
　 
　
　
　
　

 
 

塚
原
　
文
雄
、
井
出
　
英
雄
、
外
川
　
勝
夫
、

　
　
白
壁
　
市
雄
、
堀
内
　 

孝
、
外
川 

　
一
、

　
　
宮
下
み
さ
を
、
磯
野
　
藤
子
、
小
佐
野
て
る
子
（
船
津
）
、

　
　
古
屋
　
立
志
、
大
石
　
安
明
、
渡
辺
　
友
衛
、

　
　
小
池
　
義
衛
、
相
沢
　
　
朗
（
小
立
）
、

　
　
外
川
　
賢
一
、
佐
藤
　
　
喬
（
河
口
）
、

　
　
渡
辺
　
　
明
、
堀
内
　
勉
侑
（
大
石
）
、

　
　
小
佐
野
文
徳
、
小
佐
野
義
彦
、
流
石
　
　
操
（
勝
山
）

　
　
三
浦
　
正
弘
、渡
辺
　
静
雄
、渡
辺
　
美
明
（
足
和
田
）

　
　
倉
澤 

榮
一
（
勝
山
）
　

　
　
鎌
倉 

景
二
（
大
石
）

　
７
月
11
日
に
、
ぽ
ぷ

ら
河
口
湖
に
お
い
て
、

平
成
17
年
度
の
『
富
士

河
口
湖
町
老
人
大
学
』

開
講
式
並
び
に
、
第
１

回
講
義
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
こ
の
大
学
は
、
年
に

３
回
開
講
。
受
講
料
は

年
間
１
５
０
０
円
。
受

講
生
を
、
各
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
は
昨
年
よ

り
13
名
多
い
２
０
０
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
講
式
に
は
、
町
長
、
町
議
会
よ
り
、
激
励
を
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
第
１
回
目
の
講
義
に
は
、
健
康
科
学
大
学

の
堀
内
一
美
教
授
を
お
招
き
し
、
「
よ
り
長
く
健
康
で
い

る
た
め
に
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
助
手
の
方

よ
り
簡
単
に
出
来
る
体
操
を
、
実
践
し
な
が
ら
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　例年実施しています「富士河口湖町総合防災訓練」は本年度９月４日(日)です。

　町内全域に大規模な災害が発生した場合、皆さんがどのように行動しなければ

ならないのか？　それぞれが日頃から考え行動することにより、一朝有事の際に

冷静に対処できるよう、住民を中心とした住民参加の訓練を実施します。

　当日は多くの皆さんのご参加とご協力ををお願いします。

「総合防災訓練が

９月４日(日)に

行われます」


